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東
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
は
古

代
中
国
を
起
源
と
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
独

自
の
発
展
を
遂
げ
、
中
国

で
は
中
医
学
、
韓
国
で
は
韓

医
学
、
日
本
で
は
漠
方
と
し

て
似
て
非
な
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
漠

方
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
江

竺
戸
時
代
に
お
け
る
わ
が
国
で

認
の
造
語
で
あ
り
、
国
際
的
に

物便
は
K
a
mp
o

M
e
d
i
c
i
n
e

と
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（
ク
ラ
ス
会
）

函
卒
後
五
十
年
目
の

ク
ラ
ス
会

平
成
十
九
年
十
一
月
十
日

の
土
曜
日
に
品
川
の
開
東
閣

（
旧
岩
崎
邸
）
に
お
い
て
、

3
6回
の
ク
ラ
ス
会
を
、
石
渡

君
の
お
世
話
で
開
催
し
た
。

関
東
閣
は
都
会
の
真
ん
中
に

あ
っ
て
、
広
大
な
緑
に
囲
ま

れ
た
庭
に
、
旧
岩
崎
邸
の
昔

の
面
影
を
残
し
た
重
厚
な
建 い

え
ば
日
本
の
伝
統
医
学
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

W
H
O
に
は
伝
統
医
学

を
扱
う
部
門
が
、
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
本
部
、
西
太
平
洋
地

域
事
務
局
、
ア
フ
リ
カ
地

域
事
務
局
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
西
太
平
洋
地
域
事

務
局
の
伝
統
医
学
部
門
は
、

責
任
者
と
し
て
日
本
、
中

国
、
韓
国
選
出
さ
れ
て
き

た
。
現
在
は
韓
国
か
ら
の

Dr. C
h
o
i
が
そ
の
責
任
者

と
な
っ
て
い
る
。
西
太
平
洋

地
域
が
カ
バ
ー
す
る
三
十
七

カ
国
の
う
ち
に
は
チ
ベ
ッ
ト

医
学
、
モ
ン
ゴ
ル
医
学
な
ど

も
含
ま
れ
る
が
日
中
韓
を
中

心
に
、
東
ア
ジ
ア
伝
統
医
学

の
標
準
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。日

本
側
の
受
け
皿
は
日
本

東
洋
医
学
会
な
ど
四
つ
の

学
術
団
体
な
ら
び
に
二
つ

の
W
H
O
伝
統
医
学
協
力

セ
ン
タ
ー
の
六
つ
の
団
体
か

ら
な
る
日
本
東
洋
医
学
サ
ミ

ッ
ト
と
い
う
組
織
が
こ
れ
に

当
た
っ
て
お
り
、
厚
生
労

働
省
で
は
研
究
開
発
課
が

窓
口
と
な
っ
て
い
る
。
過

去
四
年
間
、
西
太
平
洋
地
域

で
は
用
語
の
標
準
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
成
果
は

二
0
0
七
年
八
月
に
出
版

さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ

る
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同
じ
く
西
太
平
洋
地
域

の
活
動
の
一
っ
と
し
て

I
C
D
l
O
準
拠
の
東
ア
ジ
ア

伝
統
医
学
分
類
を
作
成
し
て

い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
渡
辺
が
議
長
を
務
め
、

週
去
五
回
の
会
議
を
経
て
、

ア
ル
フ
ァ
版
を
作
成
し
た
。

二
0
0
六
年
に
は
チ
ュ
ニ
ジ

ア
で
開
催
さ
れ
た
W
H
O
'

築
で
、
生
憎
の
雨
で
残
念
な
古
泉
桂
四
郎
、
高
木
そ
の
、

が
ら
、
充
分
お
庭
を
探
勝
出
一
戸
谷
重
雄
、
石
渡
弘
一
、
有

来
な
か
っ
た
の
は
心
残
り
で
森
正
樹
の
三
十
二
人
で
あ
っ

あ
っ
た
が
、
皆
久
し
ぶ
り
の
た
。
幸
い
今
年
は
亡
く
な
っ

再
会
を
楽
し
ん
だ
。
た
者
も
な
く
、
お
互
い
の
健

出
席
者
は
渡
辺
隆
夫
夫
康
を
喜
び
あ
っ
た
。

妻
、
秋
山
賣
夫
妻
、
田
仲
基
ま
ず
、
ク
ラ
ス
会
の
た
め

宏
夫
妻
、
里
和
宏
夫
妻
、
中
に
わ
ざ
わ
ざ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

村
芳
郎
夫
妻
、
中
村
茂
夫
妻
か
ら
駆
け
つ
け
た
田
崎
君
の

杉
田
宏
夫
妻
、
田
崎
寛
、
加
挨
拶
と
乾
杯
で
始
ま
り
、
矢

藤
寿
子
、
北
村
雄
哉
、
大
井
部
君
か
ら
最
近
の
医
学
部
と

博
之
、
古
田
穣
治
、
矢
部
裕
、
慶
應
義
塾
―
二
0
周
年
の
記

山
本
一
郎
、
斉
藤
豊
昭
、
増
念
事
業
の
話
が
あ
り
、
そ
の

田
隆
正
、
星
田
昌
博
、
野
末
後
、
各
々
の
近
況
報
告
が
あ

洋
、
竹
内
宏
、
服
部
光
男
、
っ
た
が
、
後
期
高
齢
者
に
仲

間
入
り
し
た
我
々
の
ク
ラ
ス

も
田
崎
君
の
よ
う
に
外
国
で

未
だ
教
職
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
も
の
、
開
業
で
現
役
で
活

躍
し
て
い
る
増
田
君
を
は
じ

め
、
ま
だ
元
気
で
活
躍
し
て

い
る
人
も
多
く
、
第
二
、
第

三
の
職
楊
で
そ
れ
ぞ
れ
の
カ

を
生
か
し
て
社
会
に
貴
献
し

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
す
が

に
年
齢
に
は
勝
て
ず
、
ク
ラ

ス
の
一
割
強
が
前
立
腺
が
ん

で
何
ら
か
の
治
療
を
受
け
て

い
た
り
、
高
血
圧
や
心
臓
病
、

糖
尿
病
を
も
っ
て
い
る
の
も

多
い
の
も
又
現
実
で
あ
る
。

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
お

い
し
い
料
理
と
雰
囲
気
を
楽

し
み
な
が
ら
旧
交
を
あ
た
た

め
な
が
ら
、
来
年
の
再
会
を F

I
C
 (
W
H
O
 f
a
mi
ly
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ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
計
画
を
プ
レ

ゼ
ン
し
、
二
0
0
七
年
に
は

イ
タ
リ
ア
で
ア
ル
フ
ァ
版

を
轄
告
し
た
。
そ
の
結
果
、

W
H
O
,
F
I
C
の
関
連
分
類
に

入
る
こ
と
が
原
則
認
め
ら
れ
平
成
十
九
年
十
一
月
十
日

た
。
I
C
D
l
l
改
訂
時
に
は
（
土
）
午
後
四
時
一
二
十
分
よ

派
生
分
類
と
し
て
い
く
よ
う
り
平
成
十
九
年
度
三
四
会
渋

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
谷
区
支
部
例
会
が
十
九
名
の

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
日
本
出
席
の
も
と
南
国
酒
家
渋
谷

側
の
対
応
と
し
て
は
日
本
東
桜
ヶ
丘
店
で
開
催
さ
れ
た
。

洋
医
学
サ
ミ
ッ
ト
で
漠
方
版
当
日
は
お
忙
し
い
中
、
慶
應

を
作
成
し
、
厚
生
労
働
科
研
大
学
病
院
よ
り
戸
山
芳
昭
病

費
で
検
証
中
で
あ
る
。
そ
の
院
長
が
、
三
四
会
本
部
か
ら

一
部
は
W
H
O
,
F
I
C
イ
タ
は
村
井
勝
副
会
長
が
こ
出
席

リ
ア
会
議
で
も
鞍
告
し
て
き
さ
れ
た
。

た
（
写
真
）
。
先
ず
、
増
子
幹
事
の
開
会

現
在
漠
方
医
学
は
医
師
の
の
辞
お
よ
び
支
部
長
の
挨

七
割
以
嘉
日
常
診
療
で
用
「

い
て
い
る
が
、
使
用
実
態
の量

統
計
が
存
在
し
な
い
。
そ
の

理
由
は
保
険
診
療
シ
ス
テ
ム

の
中
で
、
漠
方
的
分
類
が
存

在
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
同
じ
疾
患
で
も

漠
方
薬
を
用
い
る
時
は
漢
方

医
学
の
体
系
で
選
択
し
て
い

る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
き
、

ち
ん
と
統
計
を
取
っ
て
い
く

こ
と
が
今
後
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味

で
も
I
C
D
の
仲
間
入
り
を

す
る
意
義
は
大
き
い
。

（
渡
辺
賢
治

漢
方
医
学6
3回
）

約
し
て
散
会
し
た
。

（
有
森
正
樹
）

閏
卒
業
四
十
五
周
年
記
念

平
成
十
九
年
は
卒
後

四
十
五
年
に
あ
た
る
。
十
一

月
十
日
（
土
）
午
後
六
時
か

ら
東
京
会
館
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー

ム
で
四
十
一
回
生
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
た
。
最
も
若
い
者

で
も
古
稀
を
迎
え
る
頃
合
い

と
な
っ
た9
卒
業
当
初
は
各

平
成
十
九
年
度
＿l
-四
会

渋
谷
区
支
部
例
会
の
ご

報
告

科
・
医
唇
こ
と
に
幹
事
役
を

も
ち
ま
わ
り
し
て
い
た
。
本

務
か
ら
退
任
す
る
者
が
多
く

な
っ
た
頃
か
ら
名
簿
順
に
幹

事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
は
ヤS
ワ
行
が
幹
事
と

な
っ
た
。

受
付
で
住
所
録
、
近
況
報

告
集
、
緊
急
連
絡
網
な
ど
の

資
料
を
配
布
し
た
°
資
料
は
、

幹
事
は
も
と
よ
り
だ
が
特
に

桑
野
君
、
丸
山
君
の
献
身
的

奉
仕
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
こ
の
一
年

に
逝
去
さ
れ
た
立
澤
夫
人
隆 拶

、
リ
ー
幹
事
の
事
務
報
告

後
、
村
井
三
四
会
副
会
長
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て
詳
し

く
三
四
会
事
業
並
び
に
慶
應

赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー(
K
A
A
)

の
ご
紹
介
を
し
て
下
さ
り
、

戸
山
病
院
長
は
慶
應
大
学
病

院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び

慶
應
一
五
0
年
記
念
に
つ
い

て
の
お
話
を
さ
れ
た
。
お
ニ

人
か
ら
三
四
会
な
ら
で
は
の

お
話
を
伺
い
皆
町
し
慶
應
気

分
に
酔
い
し
れ
た
。

集
合
写
真
撮
影
後
会
食
に

移
り
、
出
席
全
会
員
か
ら
近

況
報
告
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
を

い
た
だ
き
和
や
か
な
時
を
過

｝
こ
す
こ
と
が
出
来
た
。
最
後

子
様
と
森
山
昌
樹
君
の
冥
福

を
お
祈
り
し
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
。
脇
田
幹
事
の
司
会
に
よ

雙
柳
田
幹
事
の
会
計
報
告
、

山
口
幹
事
の
乾
杯
の
の
ち
、

全
員
が
順
次
挨
拶
、
近
況
報

告
を
お
こ
な
っ
た
。
今
井
君

と
新
夫
人
に
お
祝
い
の
花
束

を
お
贈
り
し
た
。
山
崎
幹
事

の
閉
会
の
辞
、
そ
し
て
記
念

撮
影
。
明
年
十
一
月
の
再
会

を
約
し
て
散
会
し
た
。
（
ハ

ワ
イ
在
住
の
鈴
木
光
明
君
か

ら
も
元
気
で
活
躍
中
の
旨
の

メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
た
）
。

出
席
者
1
E井
優
子
、
池
田

高
明
夫
妻
、
今
井
敏
郎
夫
妻
、

岩
田
清
二
夫
妻
、
小
川
勝
夫

妻
、
尾
形
佳
郎
夫
妻
、
角
本

陽
一
郎
、
笠
原
正
男
夫
妻
、

金
子
章
道
夫
妻
、
神
坂
幸
良
、

亀
谷
徹
夫
妻
、
川
上
隆
、
河

合
健
夫
妻
、
功
刀
弘
夫
妻
、

桑
野
研
司
夫
人
、
小
林
英
郎
、

小
峰
和
茂
、
高
野
侶
篤
、
佐

藤
善
之
、
故
斎
藤
誠
次
（
小

澤
）
夫
人
、
桜
井
秀
也
、
清

水
敬
一
郎
夫
妻
、
立
澤
寧
、

富
田
友
幸
夫
妻
、
根
本
謙
、

馬
楊
謙
一
夫
妻
、
穂
積
登
、

星
昭
輝
夫
妻
、
丸
山
圭
一
夫

妻
、
三
井
健
司
夫
妻
、
八
木

嬉
昭
夫
妻
‘
八
木
剛
平
夫
妻
、

柳
田
純
一
、
山
口
隆
久
夫
妻
、

山
崎
史
朗
夫
妻
、
脇
田
幸
一

夫
妻
。
（
柳
田
・
脇
田
）

医 学 部

い
て
o
 

学
分
類
作
成
チ
ー
ム
と
と
も
に
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口
町1漢
方
医
学
に
対
す
る

W
H
0
の
取
り
組
み

一
、
妻
知
子
と
の
二
人
住

し
長
男
健
（
産
婦
人

科
）
、
長
女
桂
子
（
在

カ
ナ
ダ
）
、
次
女
典
子

（
小
児
科
医
）

二
、
分
娩
（
年
間

＿l
-百
五
十
件
）
も
行
っ

て
い
る
産
科
開
業
医
で

す
。

三
、
ピ
ア
ノ
（
発
表
会
に

年
間
一S
二
回
出
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
）

一
、
妻
、
長
女
（
孫
一
人
）
、

次
女
（
既
婚
）
、
長
男

（
孫
二
人
）
小
生
の
病

院
勤
務

二
、
春
に
髄
膜
炎
で
一
ヶ

月
慶
應
に
入
院
し
ま
し

た
。
末
だ
に
後
遺
症
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
病
院
協
会
副
会
長
国

保
労
災
審
査
員
は
ま
だ

勤
め
て
い
ま
す
。
老
人

二
人
で
は
家
も
庭
も
管

理
出
来
ま
せ
ん
の
で
マ

ン
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し

こ
。t
 

―
―
-
、
書
道
、
謡
小
唄
、
囲

碁
、
ゴ
ル
フ
す
べ
て
休

診
、
旅
行
は
国
内
の
み
。

四
、
い
つ
も
た
の
し
み
に

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

富
田
恭
弘
(
3
7
回
）

中
島
洋

(
3
6
回
）

一
、
夫
（
防
衛
医
大
精
神
科
・

6
7回
生
）
、
二
男
一
女
（
中

二
、
中
一
、
小
六
）

二
、
六
0
0
床
の
精
神
病
院

の
副
院
長
業
務
と
、
反

抗
期
の
子
供
達
を
擁
す

る
家
庭
と
の
両
立
に
、

充
実
し
な
が
ら
も
ヘ
ロ

ヘ
ロ
の
日
々
で
す
。

円
生
谷
晃
代(
6
3
回
）

一
、
妻
、
長
男
、
長
女

二
、
埼
玉
社
会
保
険
病
院

小
児
科
勤
務

―
―
-
、
旅
行

一
、
妻
と
子
供
二
人
の
四

人
家
族

二
、
平
成
十
七
年
四
月
よ

り
帝
京
大
市
原
病
院
（
現

ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
）
皮
膚
科
教
授
を
拝

命
し
、
儘
秀
な
若
い
諸

君
と
と
も
に
医
療
過
疎

と
向
き
あ
っ
て
い
ま
す
。

―
―
-
、
自
転
車
。
昨
年
よ
り

学
生
の
頃
の
仲
閻
と
自

転
車
ク
ラ
ブ
を
復
活
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

四
、
優
秀
な
先
輩
・
後
輩

の
お
姿
に
大
変
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
す
。

近況諏告
—··` ｷu 

川
久
慄
洋
(
6
3
回
）

植
野
悦
司
(
6
3
回
）

①家族

③趣味

④三四会特に新聞への意見

十
二
月
八
日
（
土
）
名

古
屋
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い

て
十
九
年
度
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

愛
知
、
三
璽
、
岐
阜
―
―
―

県
支
部
を
統
合
し
、
東
海

支
部
と
し
て
昨
年
発
足
し
、

今
回
が
実
質
上
の
第
一
回

総
会
と
な
っ
た
わ
け
で
、

末
松
医
学
部
長
を
お
招
き

し
、
出
席
会
員
数
三
十
二

東
海
支
部

に
山
口
幹
事
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

出
席
者
二
戸
山
芳
昭
病
院

長
、
村
井
勝
三
四
会
副
会
長
、

内
匠
昭
支
部
長
、
増
子
昭
幹

事
、
山
口
雅
成
幹
事
、
リ
ー

啓
子
幹
事

（
以
下
出
席
会
員
敬
称
略
）

伊
藤
國
彦
、
中
西
芳
郎
、
高

田
屁
、
武
石
輝
夫
、
武
石
展

代
、
榊
原
功
一
、
内
匠
章
子
、

神
崎
仁
、
小
謹
周
曹
、
林
和

彦
、
水
町
重
範
、
村
木
敦
郎
、

丸
岩
博
文

（
リ
ー
啓
子内
6
0回
）

②近況

名
。
医
学
部
長
か
ら
義
塾
一

一
五
0
周
年
記
念
事
業
の
概
i

要
、
中
で
も
九
十
周
年
を
辺

ぇ
‘
1
0
0
周
年
を
巨
前
に
｛

し
た
医
学
部
の
将
来
構
想
、

医
学
部
並
び
に
慶
應
病
院
の
1

i

建
築
構
想
、
現
今
抱
え
て
い
い

る
問
題
点
の
改
革
指
針
な
ど
〈

な
ど
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
｛

い
て
の
詳
細
な
お
話
を
拝
聴
[

し
、
会
員
は
大
い
に
感
銘
をF·


